
 

令和６年度 第９回  保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 相談支援部会（定例会） 議事録 

日 時     令和７年２月２８日（金）15:30 ～ 17:30 

開催場所 保土ケ谷区役所 地下会議室 

出 席 者 

★＝各グループのファシリ 

【１G】常盤台病院、てらん広場、秋桜 NW。わおん、★(生活 SC)、光の丘 

【２G】ウィング・オレンジよこはま・かのん・光風会、★夢２１、基幹、延命法律事務

所 

【３G】ゆめ 2名、てらん広場、発達障害者 C、★よこはま包摂、光の丘 

【４G】ハーモニー、いわまワークス、たっちほどがや、幸陽園、★恵和、基幹、地域生

活 C 

◆受付＝区 記録＝生活 SC 進行管理＝基幹 

健康福祉局係長 

欠 席 者 

タキオンネクスト、みらいライフ、西部就労、あおば、エススタイル、いろどり西横浜、

十愛病院、コペルプラス天王町、toiro 西谷、更生相談所、かけはし、若葉台支援学校、

SSJ、 

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 
○今年度ふりかえり～次年度に向けて 

〇入所調整の見直しについて（健康福祉局より） 

議 事 

 

 

１、事務局より：相原部会長（15:30－15:45） 15分 

 ・開会のあいさつ／本日のテーマ／ 

新規参加者ご挨拶： 基幹相談支援センター入職職員 

 ・今年度の振返りと次年度について（※R6年度報告書、R7年度計画書参照） 

 

２、グループワーク （15:45～16:35） 50分 

  ・年度振返りと新年度勉強会の内容について検討する（2 回分のテーマ） 

  ・ワークの最初で、記録／発表者を決めてください。 

    ①アンケートをふまえた案をもとに、検討する 

    ②１月事例検討の結果を踏まえて、地域課題について意見交換 

   

３、共有（勉強会については目的やイメージも発表） （16:35～16:50）15分 

  ・相原氏 進行 

  ・１グループ 3分×4 グループとも発表する  

  ・本日いただいた意見に基づいて、R7 年度計画を作成予定です。 

 

【１G】 

① ふりかえり 

・事例検討で現場に役に立つ情報を得られた。KITTYメソッド効果あり。 

・共同体制加算（かるがも共同体）が人材育成に繋がっている。 

・一次相談基幹と連携できる良さがある。 

・意思決定支援の事例がおもしろかった。 

第１号様式 



・部会の初めに交流できる場を企画し、話しやすい関係作りが出来ると良い。 

・赤字にならない経営を考えたい。 

・地域体制強化共同支援加算をとる形の事例検討は、地域課題を知るという意味で良か

った。ケースから地域課題を抽出する目的に沿っていた。 

② 次年度について 

・加算の取得方法、モニタリング報告書作成 

・かるがも共同体の実践報告 

・基本相談について考える 

・直接支援者とのコラボで活用方法を知る 

・ケアマネの勉強会、制度のブラッシュアップ 

・計画相談支援専門員のプライドの作り方 

 

【２G】 

① ふりかえり 

・思いきり会の取り組みで異なる視点を知れてよかった。 

・事例検討は、制度・法律だけでは解決できないケースが多かった。問題解決には様々

なスキル・情報が必要だと感じた。 

・事例検討では地域課題抽出まで出来なかった。 

 

② 次年度について 

・意思決定支援、虐待は重要なテーマなのでまた企画してほしい。 

・日常に即した意思決定支援を学ぶ機会が欲しい。 

・淑徳大学 鈴木敏彦先生を講師に迎えて、意思決定支援について学びたい。 

・GHの情報リストがほしい。 

・KITTYについて学びたい 

③ 地域課題 

・課題抽出が難しかった。 

 

【４G】 

〇ふりかえり 

・1月事例検討で、困り感のない方への介入の難しさを感じた 

 

〇地域課題 

・福祉サービスがあれば大丈夫と思われがちだが、地域全体でネットワークを作り、見

守っていくことが大切。どこが音頭をとっていくか。 

・年代の変化があっても切れ目なく支援を続けられることが大切である。 

 

〇次年度について 

・他相談員の面談、カンファ同席 

・ゴール設定、方向性を共有する勉強会 

・GSV、ファシリテーション技術を学ぶ機会 

・記録の書き方 

 



【３G】 

〇次年度について 

・虐待防止、加算要件、ひとり事業所のサポート方法 

・計画から 1次・２次相談への相談 

・障害福祉以外の機関、情報を得る 

・金銭管理（成年後見、後見信託） 

・家族の想い・視点を汲めるよう家族支援についての勉強会や事例検討を設ける 

 

〇地域課題 

・支援拒否の背景は様々だが、制度にとらわれない住居支援 

・GH支援者は１０～１８歳の移行に慣れていない職員も多い。若者向け支援があると

良い。 

・支援者だが支援者っぽくない支援のあるコミュニティ、支援する側・される側ではな

い対等な関係つくり 

・よろず往診医  

・AI活用し、リスク判断する 

・団地からの移動手段の不便さあり。外に出にくい住環境で孤立化が進むため、解消で

きる資源があると良い。 

・GH数が少ないからか、待機者が多い。 

 

４、入所調整の新年度からの変更について （16:50～17:20）30分 

  ・係長 紹介 

  ・健康福祉局 係長より（別紙 参考資料あり） 

本当に必要な方が必要な期間入所出来るよう、入所調整の見直しをはかる。 

  ・局からの説明後、時間まで質疑応答タイム  

⇒以下 

Q.福祉型障害児施設の方々の入所は措置の為、計画はつけられない。どうなるか？ 

A．計画相談の前倒しは調整していない。基本的には区・基幹で調整していく予定。 

整理して QAに追記する。 

 

Q.福祉サービスを受けられる方が計画相談支援事業所を勧められ、事業所に相談が入

ることが増えている。事業所が少ない現状で受けて貰えない方も生じる。どうアナウ

ンスすればよいか。 

A．区や基幹に相談するよう勧めて頂きたい。 

 

５、そのほか 情報提供など （17:20～17:30） 10 分 

  ・基幹相談から説明（５－１、５－２．５－３） 

  

５－１ 協働体制の進捗報告 

・ゆめより報告あり 

⇒４法人合同で加算取得に向けて進めてきた。 

オンラインで週 1 回、事例検討月１回…月計４回実施 

区のモデルケースになればよい。 



・わおんより 

⇒主任相談支援専門員連絡会でも区の取り組みをアピールしてきた。 

情報共有、人材育成の一環、愚痴を言える場所になるのでは。区内、他区でも展開出来

ると良い。 

 

５－２ 事業所訪問について 

【2月の予定】➡2月 27 日(木))10時～ わおん 

【3月の予定】➡3月 3日（月）13時～ みらいライフ  

※全事業所の訪問が出来ました。ご協力ありがとうございます。 

※来年度の実施について 

 

５－３ 計画相談の実施状況 

 

【計画相談の実施状況】R７年 1月末実績（2月主任連絡会）※R6年 11 月との比較 
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６、まとめ挨拶 

・アナウンス  オレンジよこはまより 現在新規受け入れ可能 

・部会長より ・次回のお知らせ 

・締めの挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

次回 相談支援部会  

日時：令和７年４月２５日（金）１５：３０～１７：３０ 

  保土ケ谷区役所 地下会議室  


